
恒温槽

DUT( 長時間信頼性試験）

LAN Network
USB Network

ID01_FETCh:DLOG?

Send log data.
Please listen  
within 800 sec.

Logging Now.........

PSW Logging Function 仕様

対象機種︓

ファームウェア︓
ログデータ出力先︓

USBメモリ保存︓

サンプリング︓
本体保存領域︓

PSW-Y1シリーズ
※既に購入済のPSWシリーズも有償にて対応可能
（引き上げ改造︓シリーズ型名PSW-Z1）
Ver 1.64以降
１．LAN/USB︓IEEE-488.2バイナリブック形式
２．USBフラッシュメモリ︓CSV形式（約30KB/1000データ）
※1か2のどちらかを選択する必要があります。
シリアルナンバー名のフォルダを作成し、1000データ毎に
CSVファイルを作成。
USBフラッシュメモリはFAT32形式にて動作確認済
0.1～999.9秒（任意に設定可能）
8000データ
（8000データを超えると一度全てのデータがクリアされます）

Sample Period:0.1sec

Number Vmeas(V) Imeas(A) State(HEX)

0 0 0 0x00000000

1 8.564 7.23 0x00004108

2 9.999 8.572 0x00004108

3 10 6.992 0x00004108

4 9.999 4.471 0x00004108

998 10 6.912 0x00004108

999 9.999 7.411 0x00004108

ステータスには OUTPUT ON/OFF や CV/CC、各種アラームなどが
IEEE.488.2 バイナリブック形式にてデータが入ります。

ログデータ（CSV）

サンプリング時間 8000データまでの時間

0.1 秒 800 秒（13 分 20 秒）
1 秒 8,000 秒（2 時間 13 分 20 秒）
10 秒 80,000 秒（22 時間 13 分 20 秒）

1 分（60 秒） 8,000 分（5 日 13 時間 20 分）
10 分（600 秒） 80,000 分（55 日 13 時間 20 分）

LSI/SoC
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複数台の一般的な直流安定化電源を1台のPCでログデータ取得する場合

Please speak a little more slowly～

MEASURE 
40.00V_9.000A....

MEASURE 
40.00V_9.000A....

MEASURE 
40.00V_9.000A....

It is not at all fast !!

ID01_MEASURE?

ID02_MEASURE?

ID03_MEASURE?

ID01_MEASURE?

シーケンスデータを CSV で作成し、
PSW に読み込ませます。

ロギング機能をスタートし、テストモード
で試験を開始します。

出力ログが USB に保存されます。

長時間試験の途中経過確認と生産ラインのバックアップログから原因解析に

What happened
　　　　 at that time︖
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パソコン

ヒーター

温度ロガー

0.011526 VDC

PSW-Y1

電圧測定用DMM

0.531112 ADC

電流測定用DMM

装着したUSBメモリ

ロギングデータ

PSW_TestSt5_LogData

PSW_MergeLogData

Heater

ヒーター
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ログデータ

データ処理用PC

陰極陽極

陽極酸化槽

USBメモリPSW-Y1

USBメモリによるPCレス
データロギングが可能︕

出力電圧・出力電流・ステータス情報を 0.1 秒～ 999.9 秒の任意のサンプリ
ング時間で内部メモリに保存し続けることができます。USBメモリ使用の場
合は、1000 データごとに CSVファイルを作成保存します。PC使用の場合
はUSB、LANを通じて転送することができます。

Sample Period:0.1sec
Number Vmeas(V) Imeas(A) State(HEX)

0 0 0 0x00000000
1 8.564 7.23 0x00004108
2 9.999 8.572 0x00004108
3 10 6.992 0x00004108
4 9.999 4.471 0x00004108

998 10 6.912 0x00004108
999 9.999 7.411 0x00004108

CSVデータ出力例

ログデータ出力先︓

USBメモリ保存︓

サンプリング時間︓

本体保存領域︓

１．LAN/USB︓IEEE-488.2バイナリブロック形式

２．USBフラッシュメモリ︓CSV形式（約30KB/1000データ）

※どちらかを選択する必要があります。

シリアルナンバー名のフォルダを作成し、1000データ毎に

CSVファイルを作成。

USBフラッシュメモリはFAT32形式にて動作確認済

0.1～999.9秒（任意に設定可能）

8000データ

（8000データを超えると一度全てのデータがクリアされます）

Planting

表面処理
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